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情報 BOX 2012012012014444....11112.12.12.12.1    

No.No.No.No.172172172172    「長崎市の平和・原爆」 

フェイスブックページはこちら→ 

今年度の設立記念事業は、北朝鮮による日本人拉致被害者で現在は新潟産業大学

経済学部准教授の蓮池薫氏をお迎えしてご講演いただきます。 

入場には事前の応募が必要です。みなさま、ぜひご参加ください。 

 
＜開催日時・応募方法＞＜開催日時・応募方法＞＜開催日時・応募方法＞＜開催日時・応募方法＞    

と   き            ：平成２７年２月７日（土）：平成２７年２月７日（土）：平成２７年２月７日（土）：平成２７年２月７日（土）    １３時３０分開場１３時３０分開場１３時３０分開場１３時３０分開場    １４時００分開演１４時００分開演１４時００分開演１４時００分開演        ((((終演予定：１５時３０分終演予定：１５時３０分終演予定：１５時３０分終演予定：１５時３０分))))    

と こ ろ        ：長崎原爆資料館ホール：長崎原爆資料館ホール：長崎原爆資料館ホール：長崎原爆資料館ホール（長崎市平野町７－８） 

入 場 料 ： 無料（郵便はがきによる応募が必要です） 

応募方法 ：郵便はがきに「郵便番号」 「住所」「氏名」「電話番号」および当協会会員の方は会員会員会員会員と朱書きし、下記

の宛先までお申込みください。 

〒〒〒〒852852852852----8117 8117 8117 8117 長崎市平野町長崎市平野町長崎市平野町長崎市平野町 7777----8 (8 (8 (8 (公財公財公財公財))))長崎平和推進協会「講演会」係長崎平和推進協会「講演会」係長崎平和推進協会「講演会」係長崎平和推進協会「講演会」係    

はがき 1 枚につき、1 人の応募となります(協会会員の方に限り、1 枚で 2 人まで応募できます)。 

協会会員で 2 人分応募する場合は「2 人希望」とお書きください。 

応募締切 ：平成平成平成平成 27272727 年年年年 1111 月月月月 15151515 日（木）日（木）日（木）日（木）当日消印有効 (応募者多数の場合は会員優先のうえ抽選となります)    

 

 協会継承部会のピーストーク研修班では、今年も海外活動報告会を開催します。 

 10 回目となる今回、報告いただくのは計屋道夫さんと、築城昭平さんです。 

計屋道夫さんからは、ピースボート乗船について、築城昭平さんからは、カザフスタン共和

国で開催された「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」で行った講演会等について報告いただきます。 

みなさま、ぜひ参加ください！！ 

●と き ： 12 月 5 日（金）13 時 30 分～16 時 40 分 

●ところ ： 長崎原爆資料館 平和学習室 

●報告者 ： ①計屋 道夫さん 

 ②築城 昭平さん 

※質疑応答を含め、各 1時間 30 分を予定 



 

 

 

次回予告 

第７回「放射線治療について～乳がん編～」 

【講 話 者】：中島香菜美 先生（保健師） 

【開催日時】：１２月１８日（木）14：00～15:00 

【場   所】長崎会場：追悼平和祈念館 研究室 

五島会場：福江保健センター 

区分 事業名 内容 お問合せ 

後援 
第 36 回長崎ＹＭＣＡ平和の使者 

クリスマスカードコンテスト 

今月、コンテストの表彰式及び作品展

示が行われます。詳細については、問合

せ先へおたずねください。 

長崎ＹＭＣＡ 

電話：095-822-5987 

区分 事業名 日時 場所 主催 

連携 

核兵器廃絶市民講座 

「原爆の絵に見る被爆の記憶」 

講師：四條知恵（ＲＥＣＮＡ客員研究員） 

12 月 20 日（土） 

13：30～15：30 

追悼平和祈念館 

交流ラウンジ 

（地下 2 階） 

核兵器廃絶長崎連絡協議会 

（ＰＣＵ－ＮＣ） 

１１月２１日（金）から２４日（月・振休）にかけて、追悼平和

祈念館主催の「長崎国際平和映画フォーラム２０１４」が開催され、

４日間で延べ１８００人の方に来場いただきました。 

今回の平和映画フォーラムは、「被爆７０周年に向けて」をテーマ

に、６０周年を迎えたビキニ環礁の水爆実験における第五福竜丸の

被曝や、７０周年を迎えたポーランド・ワルシャワ蜂起などに焦点

をあてながら、被爆の「継承」についてあらためて考える契機を作

ることを目指しました。 

 超大作「戦争と人間」他、計１０本の映画の上映と併せ、ドキュ

メンタリー映画「地上に降りる」を製作したミハウ・ネカンダ-トレ

プカ監督をお招きしてのシンポジウムや、朗読ボランティア「被爆

体験を語り継ぐ 永遠(とわ)の会」のメンバーと無名塾の俳優による

朗読劇「被爆と被曝」、また高校生朗読劇「ヒロシマ ナガサキ」の

上演が行われました。 

高校生朗読劇は、たいへん感動的なものとなり来場した１００人

以上の観客の拍手が鳴り止みませんでした。 

祈念館では、被爆７０周年を迎える来年の平和映画フォーラムを

さらに充実した形で開催することとしていますので、ぜひご期待く

ださい。  

トレプカ監督とのシンポジウム 

永遠（とわ）の会 朗読劇 

高校生朗読劇 

 

と き ： 12 月 21 日（日）14：00～16：00 

ところ ： 追悼平和祈念館 地下 2階 交流ラウンジ 

テーマ ： 「原爆とともに生きて」 永遠の会メンバーのうち被爆者が自身の体験をもとに朗読します。 


